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第 14回 風景デザインワークショップ

災害と風景の

 再生・創造

〜そして未来へ



14:15 - 14:20
挨拶・趣旨説明
田中尚人
風景デザイン研究会副幹事長・熊本大学准教授

14:20 - 15:00
話題提供１
①竹林知樹
　 ランドスケープアーキテクト・竹林知樹スタジオ代表

②浅田英司
　 ランドスケープアーキテクト・有限会社デザインネットワーク

ディスカッション
ナビゲーター柴田久[前掲]とのディスカッション

15:00 - 15:40
話題提供２
③村川友美
　 （株）リバー・ヴィレッジ River Village corp. 代表

④長谷川雄生
　 YA NO YA 有限責任事業組合

ディスカッション
ナビゲーター田中尚人[前掲]とのディスカッション

　　　　　　　休憩
16:00 - 17:25
話題提供 3
⑤片山英資
　 （一社）ツタワルドボク代表理事・会長

全体ディスカッション
５人の登壇者と司会、会場を含め、批評や質疑応答を行う

17:25 - 17:30
まとめ・挨拶
和泉大作
風景デザイン研究会幹事長・㈱建設技術研究所

風景デザイン研究会・事務局（担当：石橋）　 info@fukei-design.jpお問合せ

第 1 部終了後、18:00 より会場周辺にて懇親会を開催します。
[懇親会のご案内（会費制）][お申し込み ]

① 氏名
② 所属（勤務先）
③ 連絡先（e-mailアドレスなど）
④ 風景デザイン研究会の会員・非会員
⑤ 第１部（5/17）に参加・不参加
⑥ 第２部（5/18）に参加・不参加
⑦ 第３部（5/18）に参加・不参加
⑧ 懇親会（5/17）に参加・不参加
をご記入の上、下記のお問合せ先までお申し込み下さい。
※お申込の際に頂いた個人情報は本行事のみに利用致します。

[会場アクセス / 九州大学西新プラザ 2F大会議室AB]

http://nishijinplaza.kyushu-u.ac.jp/access.html 

福岡市早良区西新2-16-23
福岡市営地下鉄「西新」駅下車
⑦番出口より徒歩約１０分

風景づくりの

今 と 未 来

201９.5.1７ [金] 14:15-17:30

近年災害が激甚化、そして多発し、私たちの自然や社会に対する向き合い方、そして風景のあり方が大きく問
われている。今回の風景デザインワークショップは、「災害と風景の再生・創造～そして未来へ」をテーマに、
議論と批評によってこれまでの風景づくりを見つめ直し、地域の暮らしに根ざした風景づくりや土木構造物の
景観デザイン、公共空間マネジメントの深化を促し、“本当にいい風景とは何か？” を考え、未来に繋ぐ機会とする。

10:00 - 10:10
挨拶・趣旨説明
山下三平
風景デザイン研究会フェロー・九州産業大学教授

10:10 - 11:10
選考結果の発表
9 事例（1事例あたり発表 6分）
審査員による選考事例の説明

11:10 - 12:00
講評
選考委員長 山下三平
風景デザイン研究会フェロー・九州産業大学教授

ディスカッション
選考事例に関する質疑応答・会場とのディスカッション

いま九州の各地で若手を主体に、地域の
暮らしに根ざした風景づくりや土木構造物
の景観デザイン、公共空間マネジメントな
どに関する新しい取り組みが展開されてい
る。これらを振り返り、批評・議論することで、
風景づくりに対する重要な考え方を確認し、
これからの風景づくりに必要な方策、解決
すべき課題について考える。

第 ２ 回
風景デザイン
ア ワ ー ド

災害と風景の
再 生 ・ 創 造
〜そして未来へ
201９.5.18 [土] 13:30-15:00201９.5.18 [土] 10:00-12:00

第２部　表 彰 式第１部　シンポジウム 第３部　座 談 会

昨年度に引き続き、第２回風景デザインア
ワードの表彰式を開催する。風景デザイン
アワードとは、｢規範｣となる風景の発見をめ
ざして、他地域で知られていない風景の多
様な価値を見出し、保全や活用を支援し、
もって優良な風景とその観方を社会に広く
共有することを目的として風景デザイン研
究会が独自に選出している賞である。事前
に公募によって推薦され、選考委員会によっ
て選出された事例に対し、会場全体で議
論することで、その事例の価値の発見や深
化、共有を図る。

日本全国で生じている被災地の復興、ある
いは、これから行われるべき減災や防災を
主題として、《第１部 シンポジウム》での議
論や被災地の現場、復興計画づくりの現
状や世界における減災の取り組みを踏まえ
て、災害を通して問い直される自然や社会
に対する向き合い方、その結果として現れ
る風景の再生や創造、それらに対して風景
デザイン研究会が果たすべき役割等につい
て議論する。司会 柴田久

　　　風景デザイン研究会幹事・福岡大学教授

司会 寺村淳
　　　風景デザイン研究会事務局・九州大学研究員

13:30 - 13:35
挨拶・趣旨説明
星野裕司
風景デザイン研究会幹事・熊本大学教授

13:35 - 14:15
話題提供
島谷幸宏
風景デザイン研究会会長・九州大学教授

藤巻浩之
国土交通省九州地方整備局企画部長

武田史朗
立命館大学教授

14:15 - 14:55
座談会
話題提供者３名と司会にご登壇いただき、ディスカッション

14:55 - 15:00
まとめ・挨拶
島谷幸宏
風景デザイン研究会会長・九州大学教授

司会 星野裕司
　　　風景デザイン研究会幹事・熊本大学准教授

Googleマップ


